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第１回静岡県社会福祉施設等感染症クラスター対策協議会での主な御意見と対応

主な御意見 対応

(１)総論 ○クラスター発生時の、入院できた方の病院での課題と施設療養となった方の施設

での課題がわかる資料を元にして議論する必要があるのではないか。

○第２回対策協議会で提示

(２)職員への感染対策教育 ○福祉施設職員に対する感染予防教育ができていないのではないか。 ○クラスター対策マニュアルの作成と見直し

○全ての福祉施設等の職員を対象とした感染症対策ＷＥＢ研修を実施（11 月～）

○福祉施設への医師と看護師による訪問指導を開始（12 月補正予算）

○県内８基幹病院等に福祉施設の感染症相談窓口を設置（12 月補正予算）

○小規模施設であっても、クラスターが発生したらどうなるかということを想定し

て訓練を積極的に行っていくことが必要ではないか。

○実地指導等により、感染者発生時の訓練（シミュレーション）年２回以上行うこ

とを指導

(３)応援職員 ○小規模施設に対する支援は、種別ごとの連携をしっかり作った上で、種別ごとの

支援が困難な場合には、その地域で支援するという体制を作ることが必要ではな

いか。

○全ての社会福祉施設等に対し体制構築への協力依頼通知を発出（11 月）

○社会福祉法人ネットワーク事業で重点化（令和３年度）

○派遣調整窓口の一元化を確立した上で、派遣決定と派遣終了決定をする組織がど

こなのか明確にて周知しておくことが必要

○派遣調整窓口は、ＣＷＡＴに一元化し、派遣決定と派遣終了決定もＣＷＡＴが行

うことを周知

○派遣依頼は原則としてクラスター発生施設が行うが、困難な場合には、市町が依

頼を代行することもルール化して周知

○人道的な面で、汚染エリアにも応援職員を派遣せざるをえない場面もあるのでは

ないか。

○レッドエリアへ派遣可能な応援職員を１月から新たに募集し、60 名の介護職員

が登録

○登録職員にはレッドエリア応援職員用の研修を実施

(４)クラスター対策 ○クラスター発生時に必要となる情報について、予め施設でチェックリストを作成

して事前準備しておくことで、対策にもなるし、発生時の情報共有や即応も可能

になるのではないか。

○クラスター発生時に必要となる情報（ＣＷＡＴが報告を求める情報）についてチ

ェックリストを作成し、福祉施設へ周知

○防護具は、患者１人に対して１枚というのが原則的な使い方だが、それを考える

と県の備蓄量では、圧倒的な数が不足するのではないか。

○静岡市清水区の倉庫にある備蓄を、施設に近い健康福祉センターに移して、初期

対応時に防護具不足とならないように措置
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